
「介護職員に『普通の生活』を保障できる給与体系が

可能になるような介護報酬改定の陳情書」を提出！

166万人の署名を無駄にしないよう
地元で『草の根運動』で盛り上げよう !!

166万人の熱き想いを国会に！
平成 20年 3月 4日

　平成２０年３月４日午前、川合秀治

全老健会長、木川田典彌全老健副会長、

内藤圭之全老健常務理事及び河﨑茂老

健連盟委員長が、全国の都道府県支部

から届いた「介護職員の生活を守る署

名」を、舛添厚生労働大臣（阿曽沼老

健局長渡し）及び額賀財務大臣宛てに、

「介護職員に『普通の生活』を保障でき

る給与体系が可能になるような介護報

酬改定の陳情書」とともに提出した。

　この署名は、総合計で１６６万人を

超えており、日本の総人口のうち実に

約８０人にひとりが署名に参加してい

ただいた計算となる。このことは、介

護現場の切迫した状況を端的に示して

いるといえよう。

　川合会長は「昨年の支部長会におけ

る署名活動実施の決定から、短い準備

期間にもかかわらず、これだけ多くの

署名を集めていただいたことに対し、

ご協力いただいた方々に改めて御礼申

し上げたい。全老健としてはこの署名

を重く受け止め、趣旨の実現に向け活

動を行っていく。各支部におかれても、

この署名を活かして地元選出の国会議

員に働きかけるなど、草の根運動で盛

り上げていただきたい」とコメントした。

阿曽沼老健局長（左）に陳情書を手渡す川合会長（中央）



額賀財務大臣（左）に、集められた署名を前に介護職員の現

状を訴える川合会長（中央）と木川田副会長（右）。

額賀財務大臣（左）に陳情書を手渡す川合会長（中央）。

右は木川田副会長。

 ■ 額賀財務大臣へ提出

じ上げている。社会保障審議会での議論を

踏まえ対応していきたい｣ と述べた。

厚生労働省阿曽沼老健局長に介護職員の現状を訴える

　川合会長は、「現場では、介護職員が『お

年寄りを介護する仕事が好きだけれど、こ

の給料では所帯がもてない』といって辞め

 ■ 厚生労働省へ提出

　陳情書を受け、額賀財務大臣は、｢この

問題が国会で取り上げられていることも存

「介護職員の生活を守る署名」を提出

ていく、介護職員を募集しても人が集まら

ない、といった状況だ。たしかに、職員の

給与を確保するのはわれわれ経営者の裁量

に負うところも多いだろう。しかし、過去

２回の介護報酬引き下げは、裁量の余地を

奪ってしまった。このまま介護職員が将来

に希望を持てず、現場から離れていくと

いった状況が続けば、介護の担い手がいな

くなり、制度自体が崩壊してしまう。介護

職員に『普通の生活』を保障できるだけの

給与体系をつくるためには、もう、介護報

酬の底上げしかない。」と訴えた。




